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　第 4章「二葉幼稚園と近代家族の形成」では，
二葉幼稚園の教育や家庭への支援により変化して
いく都市下層の家族の実態を詳細に示しながら，
新しい家族の形態を形成していく過程と，二葉幼
稚園が社交の場となり，共同性が新たに構築され
ていく過程が明らかにされている．
　母親も働かざるを得ない人々は，「生き抜くた
めの手段として」（164 頁），1日 1銭で子どもを
教育し，おやつを提供してくれる二葉幼稚園に子
どもを預けるようになる．
　教育機関である二葉幼稚園は，子どもの教育に
留まらず，家族が困窮生活から抜け出せるよう
に，家庭訪問や親の会を開き，教育の重要性を説
くとともに，まじめに働いて貯金することを奨励
した．そして，家庭の経済基盤を安定させること
によって新しい近代家族の成立を図ったと解く．
　本書の意義は，「二葉幼稚園」が国家に無条件
に動員されるのではなく，キリスト教慈善事業や
家庭教育というノウハウを駆使して，保育という
事業を通して都市下層に暮らす人々の新たな家族
を形成していく過程を示したことにある．これら
の実証により，本書の元となった「『近代的家族』
の誕生―二葉幼稚園の事例から」で，第 10 回河
上肇賞本賞を受賞した．
　キーワードとなる「近代家族」をめぐる議論は，
社会史や社会学等の研究において活発にされてき
た．本書では，第 4章において落合恵美子（1989）
が近代家族を特徴づける指標としてあげた 8項目
を示したうえで，近代家族の大きな特徴として
「心性の特徴に注目する」（139 頁）とし，「子ど
もを中心とする愛情深い家族，という心性の変化」
（同上）を分析の視点として示す．そして，「家族
という形態の維持できなかった人々が，家族とい
う単位で生活を営めるようになる，という変化」
（142 頁）を二葉幼稚園の保姆の記録から読み取
り，家族の小規模化と子どもを中心とした情緒的
結びつきをどのように形成していったかを述べて
いる．毎日仕事に追われ，生きるのに精いっぱい
であった家庭において，親子の情緒的結びつきが
どの程度のもので，子どもの教育に関する関心が
どこまであったかという点においては多少の疑問
も残る．しかしながら，二葉幼稚園が，あらゆる
手立てを駆使して，都市下層の人々を近代家族へ
と導いていく過程に着目した著者の視点は鋭く，
興味深いものであった．今後も，様々な近代家族
を形成する要因を追求されていくことであろう．
